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49む （米幡謹 田） ア ミ ・ 法 の 研究補逍 （第 2報 ）・

ア ミ ロ 法 の 研 究 ．（補遺）（第 2報 ）

　　　　　　切 干 甘 藷 の 酸 糖 化 法 こ の 比 較 研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　故 木
．　 幡 　 健 　 五 　 郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室　　　田　　
‘

晋　
’
　 次

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （大 日本 酒 類醸造株戎會 吐 熊本 コニ揚 ）

　　　　　 鰭　　　 ． 言　　　　 ・”

　 ｛1）

著者は昭 和 12年甘藷を原 料とする ア こ ロ 法 の 研究に就 き發表せ る際 ア ミロ 法は 酸糖化法に 優る も

の な りと報告 し 、 そ の 詳細發表を後 H に約束せ り。 然 引 こ職務の 關係に よ む途に その 機龠を得ざ り

し も著者の 1人 （木幡）は 昭和 17年 3 月ue　−2　：
・
す る とこ ろ とな り 、 茲 に著 者の 1人 （室田） ぽ その約

粳 匙 燃 の 蠣 を
魁

拱 瞠 の 業績 を永遠磯 さ ん
  町 發

訂
藤 とせ り・

　 酸糖化法 の 研究拡 中村の 提唱以 來粗 つ い で發表 され中澤、中 野 、 小林は生甘藷 の 酸糖 化液 と糖蜜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く・t）’
と の 混合仕込 に つ い て 研究 し 、 巾野 、小林 、 ．竹下は その rl噛口撲 試驗を行 つ て ゐ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぐの

燃1慵 轍 靴 ・蚊 脚 1・佐 硫 鈴檸 鰍 ・ よ礎 滌 存トをwa し ・
幣 礪

；

北村は同時 1に 醸酵試驗を も行 ひ た る結果理 論の 85％を得る と報告 して ゐ る 。 黒 野 、田遯 は 稀酸低座
　 　 　 　 　 　 　 　 （8）　　　　　　　　　　

一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （9｝

で好 成績を得 、 前 田は硫酸 、 鹽酸に 、辷る分解の 1匕較研究 を行ひ 1 巾村 ， 本多は切 臼↑藷 の 酸糖化液

を動的醸酵 装置に よ り研究を行 つ て ゐ る 。　　　　　　　 l
　 　 　 tl ）　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 −

　 著＃id：ア ミ ロ 法 に就 い て 醗酵期間 の 畏期 て 亘る事 、 ．腐敗生甘藷 ， 澱粉粕等 の使用困難 なる事 を述

べ た り。 此等 σ缺黜は酸糖化法に よ り綾和 さ る べ し との見地 よ り實驗 を行 なぴた り。 然 る に著者の

徳 酵 姻 内に て は 糖化 と鰍 の 成績翻 翻 して 蹴 轡 1線 好なる ときレよ蹴 根 に レ ・

結局 の と こ ろ 酸糖化法 は ア い ・法 の 戊績に 及ば ざる結果を示 した り。

　 　 　 　 　 　 　 　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1o）（Il）

　 斯 くの 郊 くし て 著者が實驗 中絶後 醸塘仙法に就 い ては 中村 一 h島の廣範精細な る研究 と共に 切
一r

鷹 の 灘 化條件齪 如 灘 噺 究をな し誦 し て 蹼 敵 鹹 翫 た る 褓 醪 1醐 舷 7％、

40時間 に．し て 醗酵完了し83．96・v85 ．35／6の 醗酵率哲 六した と述 べ て ゐ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a ：）

　 更に 酒精原料不足 の 今 μ 、 最近は 團栗 、 蘇鐵等 を も℃業的に 使 用ぜ ら る る に 至 りた る ため γ い j
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

法に て は實施困難な る場合多 く、酸糖化法の 價値更 に 認 め られ たる感 ち り。

　 著者は茲に實驗結果 を報告 ナる に 當 り、幸ひ に し て 本報文が 酸糖化 法研究 の 一文献となれ ば著 掃

の 最 も欣幸とす る と こ ろ な り∩

第 且 童　 切干甘 藷の 稀鑛酸 に よ る糖 化試驗

1， 寅　驗　方　法

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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　 　 　 　 　 　 　 　 ぐの

綴 驗購 縄 腑 凝 る聯 擡 簸 して 行 V・k る もの P9・L ・ ・ 3・・cc の 7・… 1・・肝 旛

粉碎物 209 及 び 150c媛の稀酸液を加へ 加壓分解をなせ りθ 酸液 と し て は 1／ilONA・Y20N 鹽 酸及

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　 　　 　　 　 　　
’
　　 　 　

び 1／10N〜1／20N 硫酸を使用す。 用ひ し オー
ト ク．レ ーブ は 工場ボ イ ラー

よ りの 直接蒸氣を導 きた

る もの に 依 り15分間に し て
一定墜力 に ヒ昇ぜ し め た る後 ゴ 定時聞放置分解せ し めた りD 糖化率の算

出臘 料啝 棚 に て 示 さ るmtSeo・9に て除 した る

．

もの 纓 論 丘の 蛾 糖量 と．L．．・−z と 蹴 ．ゆ 生

成 量 と ¢ ）百分出 を求 めた り。 酸度は 試糧 Occに對 す る 1／10N ・NaOH 　cc 數 を示 す 。

　使 J1亅原料成分は吹 の 姐 し 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　
「
　　 1　　

・
　 表

　　　　　　　 水 分 　 澱粉價 　 糖 分 　 糊 精 　 澱 粉 　 灰 分

　 　 　 　 　 　 　 　 13．2t　　　　　 71．33　　　　　 4．13 　　　　　 3．12　　　　　 64曾38　　　　　 2．03

　　　 2． 實　驗 結 　果

　　　　a。 加壓 4elbの 場 合　　　　．　　
「
、

　　　 箪
ド
2　表

分 解時間（分 ）　　　酸

＿30

　 60

　 90

　 120

　　　　　第

　分 解時 間（分）

　 　 30

　 　 60

　 　
’
　 go

　　！20

　　　　　第

　分解時間（分）
’
　　 30

　 　 60

　 　 90

　 　 120

　　
−t
　 第

分 解時間（分）

　 　 ［弧丁

　
’
　 a 、，

　 　 9Q

　 　 120 ・．＝

3

1／10N （0．49％）H2SO4 使用の 場合
　 　 レ　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　黜

　度

H ．211

．111

．110

．5

表

酸　度

’5．6

　 5．5

　 5．6

　 5．3　．

pHL62L651

．67

生成總穂暈
　8．431

．

IL51014

，10014

．766

糖 化攀

53・19 ．
？2，6188

．9493

．15

1／2PN （0．25％） H ，SO ・ 使用 の 場合

　PH 　　　 生成總穂量

　コ李34　　　
畳

　　　　3・110

　2．47　　　　　　　　3．860
’
　2，47 　　　　　　　　4。657

　2．45　　　　　　　　，4．845

4
．
表　．1／10N （O．36％） HCI 使 用の 場合

　酸　度　　　　　　pH 　
’1

　 生 成總糖量

　 11．5　　　　　　　 1．55　　　　　　　16，316

　 12．7　　　　　　　　　1．62　、　　　　　 16．058

　 13．O　　　　　　　　　L67 　　　　　　　　15．794

　 13碍2　　　　　　　　　　
− ・　　　　　　　　 15．705

5　表　 1／20N （0．18％） HCI 使用の 場合

　　　 度　　　　　pH 　　　　 歳 成縄糖量

　 　 　5、4 　　　　　　　　2．’1　
’
f　　＿　　　　　　4．B58

　 　
’5，5　　　　　　 2．43　　　　　　　6．49ソ

　　　5．4　　　　　　　2．38　　　　　　　　B．541

　 　 　5，皇　　　　　　　2．45　　　　　　　　8．88g

糖陀傘

19．6224

．3529

．3830

，56

糖化率

10293101

．3099

、639

ヲ．08

糊 麟 …

JO．6・14110053

βa56

．07

b。 加壓．501bの 場合

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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・・ 力嚶 601bの 黔

　　　　　　　（乗幡 ・室田）　ア ミ ロ 法 の 研究補逡 （第 2報）

　　　　第　6　表　　1／1QN （O．49％）H2SO ， 使用の 場含　
』

分解時間（分 ）　　 酸　佳　　　　pH 　　　　生 成縫糖量　　　糖化離

　 　 30、　　　　　　　　　　10．3　　　　　　　L65 　　　　　　　　10．283　　　　　　　64．87

　　6D　　　　　　　　　　1α4　　　　　　　　
−一一
　　　　　　．　14．266　　　　　　　90 ．00

　 　 90　　　　　　　　　　1L8 　　　　　　　　− 　　　　　　　　　16．483　　　　　　103ゆ98

　 12C）　　　　　　　　　　　量1．4　　　　　　　　1．55　　　　　　　　　15．191　　　　　　　 95，83

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　 第　7　表　 1／20N （O．25％）H2SO ， 使 用の 場合

蠏 繭 ζ分）　 酸 度 ・
． ・・ 　 ．生關 黻 　 糟 憐

　　釦 　 　 　 5．2 　 　 2．41 　 　 3．4？3 　 　 21．91

　　ep　 　 5・3
’

　 2．45 　 　 4．389 ・　 27．69

　　90　　　　　　　　　　　　6．0　　　．　　　　　− 　　　　　　　　　6．378　　　
』
　　　　　4◎L24

　、12D　　　　　　　　　　　5．8　　　　　　　2．34　　
’
　　　　6．931 　　　

丶
　　．43．7丁

　　　　第　8　表　 1／10N （036％） HCI 使用 の 場倉 ．

分 解時間（分 ）　　 醍 　度　　　　pH 　　　　生成總糖罍　　　糖叱傘

　 　30　　　　　　　　　　11．7　　　　　　　1，44　　　　　　　　16．058　　　　　　10し30

　　150　　　　　　　　　　　1390　　　　　　　　−−　　　　　　　　　15．706　　　　　　　　99．08

　 　90　　　　　　　　　　　15．6　　　　　　　　−一一・　　　　　　　　 15．106　　　　　　　　95，29

　 120　
’
　　　　　　　　　　16．O　　　　　　　　l．72　　　　　　　　　14．563　　　　　　　　90 ．66

　　　　第　9　表　1／20N （α18％）HCI 使用の 場合

分讐時間（分 ）　 ma 度 　 ’ 州 　
「1

蝋 總糖量 　 糖麟 ミ

　　30　　　　　　　　　　　　　5．3　　　　　　　　2．4」　　　　　　　　　5：842 　　　　　　　　　36，85

　 　60 　　　　　　　　　　　5．4　　　　　　　2」45　　　　　　　　8．668　　　　　　　　54．68

　 90　　　　　　　　　　　6．2　　　　　　　　．−　　　　　　　　13．429　　　　　　　　84．7且

　 12（）　　　　　　　　　　　6，0　　　　　　　2 メ11　　　　　　　13599 　　　　　　　　
’
85．79

　 　 　 　 　 　 　
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一．　　　　　　　　　　　　 1

　　　　第　10　表　　1／10N （O．49％） H2SOg 使用 の 場合

分解 時聞（分 ）　　　酸　度　　　一　pH 　　　　生 成縄糟量　　’糖化肇

　 30　　　　　　　　　　　10．5　　　　　　　　1．69　　　　　　　　　12．499　　　　　　　　78．75

　　60　　　　　　　　　　
』
ユL2　　　　　　　　1．69　　　　　　　　

’
14．933　　　　　　　　94．20

　 90　　　　　　　　　　1L5 　　　　　　　L72 　　　　　　　　13．9S3　　　　　　　87．89　，

　 訌20　　　　　　　　　　11．3　　　　　　1　
−＿　　　　　　　　　15．017　　　　　　　94．73

　　　　第 11 表 ．　lf20N （6．25％） H ，SO 、 使 用の 場 含

分解 時間（分 ）　　 酉委
1
度　　　　PH 　　　　兆成縞機 量　　　糖 化峯

　 ．3）　 　 　 5．5 　 　 Z41　 ．
’
　 3．982

・
　 ・ 25．t］

　 6〔〕　　　　　　　　　　　6，Q　　　　　　　2 ．43 　　　　　　　　6．063 　　　　
’
　　　 38 ．24

　 90 　 　 　 6・2 　 　 2・43 　 　 7・OIO 　 ． 44：t・？2

　 120　　　　　　　　　　6．0　　　　　　　− 　　　　　　，　9．066　　　　　　　5ン．19

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　　　　第

分 解時間（分 ）

　 30

　 60

　 　 90

　 120

　　　　　第

．分解 時間：分 ）

　 　 　 30

　 　 　60

　 ．90

　 　 120、

（，k幡 ，S 田） ア ミ 醸 の 研 究補遺 （第 2 報）

i2 表　 1／10N （0．36％） HCI 使用c（5場合

13

酸　度

．

16．0

］9．020

．1

表

酸 　度

　 5．3

　 5t8・

　 6．2

　 6．3

pH ・

1．691

．72
−　@1@

一 　生成縄櫨量　　　

化 率 　　ユ4．600 　　　　　　　9
C10

．　　．13
．
341　 ．　 　　

8 生 16 　　藍3．683　　　　　　

86．32112 ） N （ Ol8 ％ ）H

使用 の」雛 　第2 表÷第 13 表 の
結
果 に示

す姐く．、

同・ 一・一規 定液 を使用せる場合は 鹽酸

分 解 容 易 に し て 　 　 　

　　　　　 　　11 ／10N 　 401b 　 3   分： て
全に分解し時 賄
増 　　 　 　 　　　 伽こよ り却って減 少 す

． 硫酸は1 ！10N に 於 て 501b90 分 こて
完

； 竕 ・ 鰹身しそ れ以 ヒぼ』却 つ てイく 良な り 。1

2 （ ］ N の 場合は共に概し て 不良な り 。

酸及 び 流酸 は向’濃 慶に 於て斯 くめ姐く 分解

度 に 差 異 をイ fするもσ ） にし て 第

`菊5表ノ）結果は第1 圃の如し。

　　 　3，
　原瀞

｝
醸 に ：よ る 變イ匕

ｴ 糀0 ・ 噸150r・の場儲撮適條件た る鹽 酸の1 ！1

　4b

　30

、硫酸の

lADN

pH

．4

2

4

2、
4

● 8060
　？01 ↑ 彑成 縄糖量　　

糖

率 　7．？2監　　　　　　　A8。70

、 　1畠r．520　　　　　　 　　7

D6 且 　14・833　　　　　　　　
9

2 ・

　 15 ． 106 　

　　　

　

．
2g

　・ 　’

@ 　　第　　1 　　 圖

3 ． 警 ρ・ 。 　 的　9 ・寸 　　 　　　 分解 時間一 ・→ 501b9 汾の 處理

て 切 干 甘 藷 量 を 變 化 せ し め 分 角 獄 驗 を 行 な びしに次の結果を得たりo

　　 　　 　

　　 　　

　 　　　　
　

　 亀　

　　 　　

　 　　

　　

　第

芋9數
20 　

「

25

、

30

　

35

，　

　

　

第

亅芋

  　20 　 25 表度 鴛 隠 憶 　酸ー11

1 14 　度罷 表酸r
15 　1／1」NHCI 　I50cc

4 ， lb30 分 』 　　　　PH　　　　生成

糖 量 　　　　1 ． 37 　 　　　　　

16 ， 073 　　　　L48 、　　　　　

　 119 ．625 　　　　L65　　　　　

2L591 　　　　 1．65　　　　　　21．〔》

　　 　　L82 　 　 　　　　

　 　 17 ．6501 ／10N　HgSO415

c 　 　 501b 　9〔吩 　　　　Pll　卩

生成擁

量 　　　　

D65　　

　　　　　

15．12

　　　　

D52　 　

　　　　　

．073

怏

｣10 置 、 4c ｝ 99 ．e4go ．8076 ．
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494 　　　　（禾幡 、鏤 田う

3り　　　　
；．
　 105

35 、　　　　　 10．5

40　　　　　　　　10．5

・
ア ミ ゴ法の 研究捕寇 （第 2 報）

L89

．2・072

．24

14．618
『

工4．78112

：768

6t．48

．53β0 、

40，27

　 原料濃度を高めた る場合 、 鹽 酸は 259 の 場合99・04％ 30パの 場合 は 9〔）・80eA を示せ るに反 し ・ 硫

酸は 25gの 場合既 re　81；11％に して その 分解力の 低下大 な り
。 鹽竣 及び硫酸 の 比 較 に つ い て 更に 檢討

す る に 、 鹽酸の 場含は 原料 の 蚤の 多少の 増加に 拘 らす分 解成積比較的良好な り。 換言すれ ば酸量不

足せ し場合 と賂 も良 き分解成績を期待 し得 べ く、硫酸は 之 に 反 しそ の 融通性 少な し。 即 ち工 業的忙
　 遁

、 實施す る場合 に つ い て 考ふ る に 鹽酸に不な高濃度の仕込を行 なぴ 得 るの みな らす 、 工場操作の 際過

夫 そ の 他 に よ る分解成贖に及 ぼ す悪影響は比較的防ぎ易き もの と し て 可 な るべ し 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　 次 に 蜃酸の 場合に於 て高壓 ，長時間即ち 501b　60分處理 せ しに 第 16表 に 示 す如 く糖化 傘やや 」緲 ll

せ し鞭 輝 だ 船 な らす濃 廠 の 分徽 對 し て 瞰 跡 輝 脚 孔 な る べ ぎも？醐 顧 る

切09 歎

　 25

　 30

　 35

　 40

　 第

酸　度

13．5

正2．711

．7 ’

11．ア
ーiO．8

16　　　 表

pH 　　　　　生 成縮糖量

L69 　　　　　　　　15．442

1．69　　　　　　　　　19．128

1．8！　　　　　　　　22L42ヲ

198 ＿　　　　　　 22．OI4

2．09　・　　　　　　18．492

4． 外圃俸米及 ui玉 蜀黍 と切 干甘藷との 比較

糖化率

97．41　 丶

96．539

艦 3279

．3558

．32　
’

　粉碎せ る外國淬米及 び玉 蜀黍 20〜309．に 1／10N 鹽酸及 び 1t10N 硫酸150ccを加へ 分解す 。 鹽
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

酸 の 場含は 4Dlb　30分琉酸の 場 含は 50ib　9吩 間處理せ りひ

使 用 購 原料成卵豚 の Ufiし。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　
・17　　

・
　 表

　　　　
．』

　 　 　
』
　 　 水 分 　 澱 粉僕 　 灰 分

　　　　　 外 國礁米

　　　　　 玉 蜀 黍

　　　　　　 第　 18　表

重　 料

1
　　 便 用 轍

．

外 國 碎米 　　　　　 20

　 ”　　　　 　　　　 Z5

　
”
　　 　 　　 　　 　 3の

玉 蜀 黍　　　　　2・コ

　 「t　　　　　 　　　 25

　 ”　　　　　 　　　 3Q　
“

14．00　　　　　　　　73．41

12．U 　　　　　　　　68．81

1！10N　 HCl 　401b

酸度　　　　　PH 　・

10．5　　　　　 L60

10．5　　　　　　　 1，55

iO；z 　　　　　　l．5ン

Ll　6　　　　　　1、5：
・’

111i

／　　　　　　 1．K．7

10．5　　　　　　L55

O．820

．87

3Q分

生 戌 總糖 量

　 16・359．

　 20．041

　 23．92L）

．15，132

・18，940

　 21978

糟 1匕率

Ioo．2898

．2697

．739a9199

．04、

95．77
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瞭 　　料

外 國碎米’
　
．
〃

　 〃

旦蜀 黍
　 〃

　 〃　　　 P

（未幡 「室田）

第　 19 表

使用 9數
　 20

　 　 25 、

　 30

　 20

　
’
25

　 30

　外醂 米 谿 ヨ濁 黍に 於 て は鹽酸

硫酸共 に殆 ど完全 なる分解をな し、

特 ；こ切
・．
ト甘藷 との 著 しき差異ぱ 3り9

の 高濃慶に 於 て も分解良好な る事寶

な り。 勿論 、 之磧 原料自身の性質 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

よ る もの なる も外國濘米 及び 玉 鰯黍

は切 干昔藷 て 比 し て灰分 少な く、使

用せ る酸が 中和 され ざる事が
4つ 1）

原因な らん e 此 鞠 ア）關係ば第 2 ヴ 第

3鬪 の 女llしo

　 　 　 　 Cl・t

　（もFOTH は 玉 蜀黍 の 酸糖化に つ き

そ
』
Z）成争責は 萍辷良の場合　　100kg　よ　り

27〜301∫の 酒精な りと し ・ 同疑 の 意

見 と し て は 麥芽 の 場合 は 　Piieuma−

tische 操作に よ し無菌的 に 得 られ 、

ア ミ
．
U 法 を も策施し得うか ら穀類等

．の 酸糖化法td　es−・應 の 考慮 を要す の ．

で ない か
幽
と云 つ て ゐ る 。

　本實騨結果 よ り し て し肝
”
讎 の 酸

糖イヒ法ほ ア E ロ 法の 場合 と同樣穀類

に比 し園難なる事ぽ 自ら 澱肯 し糾 べ

L 。

　　　　5
：　．中和 に よ る pH の 變 化

ア ミ ロ油 の 研究補遺 （第 2 報）

1／leN　H ，SO ， 501b　90分

酸度

1LOlO
．7103112n

．31
、1．2

ioO

・pHl
．501
．641
．671
．651
．72

ユ．60

坐醸總糖量

　 16．349
　 20．064
　 23．697
　 15．282 噛

　 19．617
　 20．867

糖化率

100．2198
：3796

・7499
．89

畫02．59go
．93

第　 2　 圖　　1110N 　 HCI

495

診

∩
り

凸
ー

、

翕

11
糟
化

Pt

＿ 棚 殖

↑

べ　　　　輔 郊

　　　　 煽 ザ ．

soL − ＿ 一

・

）eo

2⇔　　　 ・・　 25
’
　　　　　　 50

昏o

爵・奮

7e・　 r

　

劉

糖
化

率

原料 9 數 →

　　 第　 3　 圃
！I

　 一bU − 一

　　　　 r

l／lON　H2SO ，

　　 一 緬 癬オ

＼ 1
　 　 　　 ＼
　 　 　 　 　

’＼
　 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　 、　　　　　　 、
　 　 　 　 　 　 　 丶

5ρ
‘
2ρ　　　　　　捧

　　 　 　原 料 9 數 →

編 奄

＼
、

酵 ．

＿＿＿ ＿L＿r．

30

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　
ド

　切干封累｝20gに 1／10N 硫雌．
150Fc の 割合にτ601b　6｛吩 加壓分解せ る液に 苛性 ソーグ を加 へ ．

・H 麟 晦 ・・ を フ ラ ・

縦 ・纈 ・ 溜 ・ b’ti｝

1　1・，…rtを融鱒 r乏駿 ・囃 滴
髄 確 め劾 ・ そ 醐 黜 嬢 ・呶 く、畷 1蟹 肋 駄 て 1・±wae，？z：N 能に ！ズ 適當紳 纏 必要 け
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

496

分 解液量

．10c し

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 て〃

　 〃

　 〃

　 〃

　 〃

（木 幡 、室田）　ア ミ ロ法 の 研究補逍 （第 2 報）

　　　 第

滅加 N／1NaOH

　 　 O

　 　 O，1

　
」
0．2

　 　 0．3

　 　 0．4

　 　 0．5

　 　 0．6　　　　 ・

　 　 O．7

　 　 0．8　．

　 　 09

20　　 　 表

酸 康
−
　　 pH

　 11．5　　　　　　　　L69

　 9，5　　　−　　　 1’．82

　 8．7　　　　　　186

　 7，8　　 　　 　 2．04

　 6．7　　　　　 2．34

　 5．5　　　　 2・6串

　 4．7　　　　　　　3．C4 　
「

　 ．3．6 　　　　　　　3．45

　 2、6　　　　　　4．06

　 　 L6　　　　　　4．46

第 2 章　 酸糖化液 の 醗酵試驗

燈酵可否

　 十

　 十

　 十

　 十

　 十

　内地 切
一
臼t藷粉鉢物を約 3 時聞鹽酸 と共に浸 漬せ る後 、 内部 を鉛張 りせ る加壓釜に入れ 直接蒸氣

を以 て 功鰹 分解せ る もの を試料 ！

’
Lて 實驗せ り 。

一
「

　　　　　　　　　　　　　　 第　21　表　　　原 　料　配　合

酸　 度

　 8．7

内地 切 芋 粉倅物　　　　澄
’
漬 水　　　　汲　　穿

　 61｛9 　　　　　　　　　　
．
　…　！81’　　　　　　　　　　　27L

　　　　　　　　　　 分　解　方　法

　　 經遏時間（分 ⊃　　　　10　　　
1Z
り　　　 50

　　 壓　　riJ　（1b）　　　　　　　　2Q　　　
「
　　　　40　　　　　　　40

　　　　　　　　　
『
塘　化　液 分　析

　　 pH 　　 糖度 CBI1st）　 生成糖量

　　 1．72　　　　　　　10．46、　　　　　　　8．992　　　　　　　8919

工 業雎 酸

380cc

韓 化 後生成糖量

009

分析上 の 糖化 率

　 　 100．82

　　1．轄化後生成糖重とは糖化液100ccに水 100cc， 比重 1・125の 鹽酸20ccを加 へ 100℃ に
’
⊆＿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

　　　 2時開處理 し未糖化分 を分解せ し めた る後の 總糖量を示 す 。　　．　　　　　　
1

　　2．分 析 ヒの 鰭化寧とぱ轉化後生成糖量を以 て 原鱗申の 糖量を除 し た る もの の 100分率な 、

　　　 り。

　　　　實　驗
．L

　糖化液を酵母 の 最遖 pH まで中和 すべ く CaCOs ，
　 NuOH 及び （NH の2　eo ， 等の 中和 劑 を添

加琶 く齢 後 甥
ヅ砥 懈 1・ 飾 齔 焔 酬 なる臓 齟 す ・ 之をi贓 麹 寧 尽

」 之

’
に 15Bltgゐ麹判づ00ccに 士爵養せ る Hefel） を 1本鍾植醸酵せ しむ b 温農は 32〜 35°C に 調節せ りo　

・
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試料 No．

　 ！

　 2

　 3

麹 汁

糖化液

　 9L

　 〃

　 〃

500c （：

蒔間　　試料N ・．

21

45

49

71

ー
　

ー°
fhl
丶

　

〜
セ

123123123

−

23

（太楙 室
’
田） ア ミ ・ 法 の 研究補逶 （第 2報）

中和劑

CaCO3XeOH

22　表　　　醗　酵 液　調 製

中和劑使用量

（NH4 ）！C （塘

第　23 表

躍駿

2．7

。3・03

．き

3．03

．04

，03

．03

，03

．73

，03

，13

，7

21693650

酸　度　　pft

2，1　　　 4．07

20 　　　　4．15

2．5　　　 4．14

48 　　　　 一

Bilg10S910

，139

．gb15

．0

醸 酵 經 遒 及 び1』成 績

pH 　　．　 Bllg　　　 酒精分 、
・3，68　　　　　 7，53　　　　　　L583

3．68　　　　　　　603 　．　　　　 1，559
325　　　　　 4，53　　　　　 2．014
3．56　　　　　　 1SO 　　　　．　 4．239

3．62 　　　　　　　1．60　　　　　　　4，280

Z99 　　　　　　　LOO　　　　　　　3．640

3．58　　　　　　　　L83　　．　　　　　4．034

3，62　　　　　　　1．83　　　　　　−　3．8」8

3．10　　　　　
’
L83 　　　　　　3．270

3．61　　　　　　 2．31　　　　　　3．453
3．75　　−　　　　2．41　　　　　　 3．318
3．03　　　　　　　 −−　　　　　　2914

糖　髭

8953

　 〃

　 〃

13，729

瀚 酵歩合

71．7172

．41 ，
61 ．58

497

群 は 4聯 1・ 廼柵 鵬 を示 しそIL以 後臆 下魎 ・ 離 艦 駄 方昏て 酪 試料とも泡漱

極 め て 高 し・ 蹴 皴 激 不備囃 あ る も成蹴 概 して 不良 尠 。 中和敵 つ 1
・・ぞは c ・co 、，，

N
明

は 媛 な く・（N 瞼 9Q… 醐 眼 嚇 る撮 後の 滌 ほ粮 な ・，謬 膿 髄 の 勒

lt （NHI，）2　CQ ， 最 も穴 とな りた ρ。

　　　　實　驗　2．

前記 の 麟 纈 に 使用せ る液 2・Occを 7 ・ 〆・ に と 購 灘 よ り囎 H ・ f・ r5、1・g 軅 榔 2℃

・・揮 灘 ・む ・ ．T・ ウ ・ 囎 囎 を勝1し ・鰍 量廉 凱

t　tt 』

　　　　　　　　　　　　　　　第　24 表　　CO2 減量 （9 ） ∫

　 　　 　　 　　　 　 、．、試料 N ‘｝．
　　　　　　　　　　

＼
＼ 　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　3

　　　　　　　　　時間　　　ぺ

試料N ・3．
　 1

　 2

　 3　
』

24487296120

、1
’・1’

酸度

2、93
，14
、0

　 　 o．7
　 　 4．0

　 　 0．3
　 　 0．2
　 　 0

　 　 5．2

第　25 表

　 PH、
　 3．45

　 3．59
丶
　 3，27

O．5
’

3、52
．Ooo6

．0

O．54
．OL20

．506

．2・

　醗 酵 ・液 分 析 ．

BHg 　　　糖 分　　　　酒網分
・

L77 　　　　　0．586　　　　　4625
L67　　　　　0．6亅3　　　　　4．584
1．4ア　　　　　O．M2 　　　　　4．575
　 　 ＞

礎酵歩奔

80．2379
．5179
．37
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　實驗 2 の 方法に よ るときは 、 醸酵 日數は 72時間を要す る も無菌的に 行 ぴ た る た めか成績 kt向 ヒせ
　　　　　　　　　　　　　 b

り o 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　 ：　 一

　實驗 t・ 2の 結果 よ り・ 持に 準備 せ る酒母 を相當添 加する ときは 酸糖化法 の 特 長た る 單時間醗酵 を

行ぴ得 る も 、 ゴミロ 法式 の 如 く極 め て 少景の 酵母 を添 如す る場合bi困難の 如 く思 はれ る 。　
’

　　　　實　驗 3．

　第21表の 方法 とぽ喫 同様 に して 得た る糠化液を
1・酥嘩 之を濾過せる もの とせ ざ る もの ．との 醗酵成

’

績 tvatlSW　b　
・
一・蜩 劑と してに ρ・CQ ，．．N ・OH 及 び （NH ・）…CO ・ を力耳

へ 1部分は之を濾紙 1・

て 濾過 し・ i瀚 は そ の ま 略 ・ 3・・cc 癰 ・ ラ … 1・c と 嬬 灘 よ 畷 齪 ル …
’
管を附し

HefeDlccig 　brlへ 32°C に て 醴酵せ レむ。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　26　表　　
’

　酉發　酵 液　言周　製

試料 No ．

　 1

　 2

　 3

試料N ・ ．

・ ｛
，2 ｛．

・ ｛

液

野
〃

分

液
液

液
液

液
液

駈

原
濾

原
濾

原
濾

蜘 劑 中御 添櫨 還 度

CaC （  　　　　　 玉59　　　　　　 2．4

．NaOH　　　　　　　2．49　　　　　　　　2．8

（NH4 ）2　C（  　 3．59　　　　　 2．8

　　貫5　27　表　　　西發　　酉景　液　　分

　 釀度　　　pH 　　　BIIg　　 糖分

　 2β　　　　　3．95　　　　　L57 　　　　　0．583
，　　3．O −　　　　3．47 ．　　　 L77　　　　0．618

　 3 ．7　　　　　3．51　　　　　1．77　　　　　0．665
　 3．7、』　　　3．42　　　　　1．67　、　　　O．635

　 4．2　　　　　3．夏1　　　　　1．47　　　　　0．689
　 4．0　　　　　3，3e　　　　　L27　　　　　0．672

PH3

，8

　 3，83

．8

析．

　 酒精分

　　4．58ウ
　 　 4．705

　 4．63】

　 ，4．686

　 　 4β85
　 3，5Q41

Bllg10

．31

　 〃

　 〃

醗 酵 歩 合

78．7980
．7779

．9080

幽
75。29EO
．16

糖 　 分

9．046
　 〃

　 〃

　 　 　 も 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛lfi）

　濾嬋せ る もv冫は
一

般に成績稍良に レて 、 此 の 事實は吉野 、 惆 林が満 湖高粱 に 就 い て の 實驗結果 と

一致せ
”t’

g．　（NHa ）s　CO ， が特異の 現象 を生 じたる理 由は判らな い 。 　　　　　　
．

　中和齊11と し て は 實驗 1，2、 1に．よ り b駿CO ，
　NaOH よ く （NH4 ），

　CL ）r， は不良 な 1）、糖化液の 鱗

酵歩 合は 80％を前後す6

　　　　　　
’

第 3 章 　φ 間 工 業 試 臓

　約 2 石霹量 の 鐵製 ク 冫 ク に て 中聞工業試驗を行 へ り。

’
原料は 全部粉碎 し 、

・一定壓力 に て 分 解中和

儺 び 1儂 ・ て

！
・分融 齔 ・ 之・1・・却 … 法式 … 5・… 嚇 ・・培養移 ・… 1）

頓
植醸酵せ しめた b 。 分解及び醗酵の 經過は適時試料を探取 し分析に 供 す る と

’
共に フ ラ ス コ 試驗を行

ぴた り。

成績計算 は糖液 よ り見た る分杤髭の 數字 と原料澱撈價 よ りの 理論一ヒの數字 とを併せ 記 す こ と L せ

り。
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驗 　 　L

　 　 　 原
”・

料
一

　晶 種　 數 薫

切 『F甘藷 ．　 24k9

玉 蜀 黍、　 6 ”

澱 粉債

71．3368

．OO

第　28　表　　原料及 び分解 方法

　

　

　

　

化傘
棚　化 　液 　分 　析

　 　 中 利劑　 　　 　 汲

　

種 類 使用量　　 水

局V去’　　　4．5k9　　　　162L

CaC 　Os

ニ
ー、液

轉 化 後糖量　　、
Jod 友應

　 8．727　　　　 な し、
『

分

解

4Ctb30

分

糖 化 隼

糖 ．量

7、368

分 解液

容 毫
257．9i、

’

6．8

　 廿　　時

12．24．後 8．

12．25 ．前 10，

］Z25 後 4・

12．26．前 10．

．12・27．
』

”

IZ 　 28．　 ”

pHZ17

權 度

3．03

．2

352333

醗 　　酵

PH 　　　Btlg

3．82　　　1α35

4，17　　　 ！0．45

4，11　　　　3．25

3．97　 　 2．7

4．03　　　　2，54

醸酵液容 量

實　　驗　 ・ 2．

原 ，料

数 量

301cg

　 6k夏

248 ．lf．

精 分

7．347Z133

O．7720r6990

．653

成

酒 tS　hL

4．1608

經　　過
　　 、

酒 精 分

3．7054

．1014

．160

績

分 析 上

84．41

理 論 上

80．72
　 ’

　 　 襷
1

　 　 　 　．考備

中和冷却後 HefeD 　500cc種 植

酵母の 繁殖充 分 な らず

酵母 の 繁殖買好 、 逋氣中止

難 騨 3 日 14時
：
間

　
齟
醗 酵 歩 h

一

分析上
「
　 理論 上

84．35　　　　　68．Q9

第 29 表 　 原 料 及 び 分 解 方 法

一

　 品 繍

切干甘藷

外 國碎米

澱粉 儼

713374

．66

　

　

じ

　ほ癖
汲

　
水

礼16

獺
｛

響
H20N

分

　 解
；

均Olb40

分

分 解液

容 　量

263 ，9L

鞘 匕イ

糖 　化　液　分 析 　　・

液

酸 　度

　 8．1

PH2

．21

　1蠡　 時　　　齢凌

12，29 後 4　　 ．2：4 ・

12，30 前 10　　　　・　2．8
「

pH3

．983

．67

精 量

8．993

纏 化 後糖量

　 IO．742

醗 　 　酵 　　 　 　 過

穫

田

糖

ー

糖 分

8．835

酒 精 分

　 糖 化 率
一 ．
分 析 」： ．　 理 論 上

・83．7且　　　　　 82 ；56
’

考

接 引 Hef ¢ D 確植

慂氣中止

N 工工
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　　　…

．　
’

・・輸 ・ ・ … 細 究・・ ・・ …

　　　】Z31 〃 　 　 4．0 　 3，92 　 ゴ．65 　 1．22 　 4．450

　 　　 1．2 　　　　　　　　　　4．1　　　　 3．71　　　　 2．99　　　　　　− −　　　　　4．935 ．

　　　 L 　3　　　　　　　　　　　
−−

　　　　　3．98 　　　　　3．02　　　　　　＼ 　　　　　4．921

　　　L　4　　　　　　　　　　　・4，2　　　　　4．06　　　　　3．04　　　　　0．79　　　　　　4。938　　　　　　　娘酵 日数 3　日18時…間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戊　　　　　績

　　　　　　　　　
’』
一
・・灘 　 酒 精 ・   轟

・

　 　　 　　 　　　 　　 　 263．919　　　　　　　　　　　4．938　　　　　　　　　85，27　　　　　　　70A3

　　　　喪 ・
驗 　3．

　　　　　　　　　　・　
’

第 3・ k 原 料

．

醗 ざ，

　　　　　　⊥ ．
・

亠 　　
汲

　 辮液容量

　　　　　　
晶 種 鱒腿 澱 粉償 　 種 類 使購 　 水 　 　 ．，

　　　　　　
肝

肺
24kg

．
71・33 局法H ・S°・ 12°°g

　
18°L

　
2t’・62「・

　　　　　　　　・　　　　　　
・
　　 、分　　解　　經　　過

　　　　 時間　　壓力　　酸度
ヒ

pH 　　糖量　　　臼llg　 總樒量　　分 析 上糟化寧　　備 　考
ゴ

　 　 　 　 　7．GO　 　 吹 込

　 　 　 　 　 7．30　　　　1011，

　 　 　 　 　 7．35　　　　20工b

　 　 　 　 　 7．40 　　　3Qlb

　 　 　 　 　7．45　　　401b

　　　　．1：器 甥  2。
・・

。 12

．
。 glg　

t

．一一 9．64、

’
；，．44

．
　

LJ 。d 。。。 し

　　　　　9．23　　　　” 　　　　
’
重2．0　　　2．17　　　9．531　　　10．04　　

19
．53 ！　　　　　　99 石9

　 　　 　　9．53　　　　　”　　　　　　」1．5　　　2．17　　　9．343　　　11，20　　　9，226　　　　　　10L27 　　　　　　　｝里論、ヒ糖で七率

　　　　 11・重0　縛 終了．　10・8　　−2・17　　、8・470　
’10・45　　8・544　　　　99・14　　　　　96・90％

　飆 腋 は N ・OH に て ．pH4 ．08 に rl啝 し酵母を種樋 氣 しD 　S ・
　 72 時間培養せ る も 殆 廟 酵せ

’
す。

　　　　 寳　　驗　　4．

　　　　　　，　　　　　　　　　　彡κ　31　表 ．　　）ヌi｛　＊：1・
「
：及L び 分 解

−
乃广 沼ミ

　　　　　　　原 料 　 　 酸 　 　 中 和 劑 　 汲． 分 分 解 液

　 　　
’
一 ＿印へ 　　 rt

−・一一一．NY ．一一一
一 　　 一 　　　　．．．

　　　　晶 種 使用量 澱 粉儼 　 種 類 　 使用量 　 種 類 　 使用量 　 水 　 、解 　 容 量

　　　 夕F國碎米　　一6kgt　　　74．Ca　　　局　　法　　　　　1　eOO．gs　、　　局 ．　法　　　　　4509　　　　198L 　　　sOtb　　　毎〕4．2L

　　　切 干騰 241・k’
168 ・S

．
3H ・SO ・ 　 　 ．

Na °H
　 　 　 ． 9°分

  　 ．　
’

糖

1

戸・ ． 液 ・

　　　　　　　　　　　　　 糖　化　液　分　析 　　　　　　　　　　　　　　　糖 化 攀

度

」

鹸

7

pH2

．43
．Bllg9

，19

糖滝

4．233

纏化 後糖量

　 7．551

　

分 折上　　　理 論 1こ

56．06　　　　　　　55，19

　 　 　 　 　 N 工工
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　 H　　時　　 　酸度

2．1　3．後　4　　　　　3．8

2．1　4．前 10　　　　　3．2
2．1　5．　　ケ　　　　　　　3，8

2L1　6．　　”　　　　　　　4．3

Zl　 7　 ” 　　 ・　 4．3．

（乗幡 、室 冊）　ア ミ 冂 法 の 緜究補逡 （第 2 報）

pH3

．733

．733

．833

、993

．92

醸酵液容慧

賓　　驗 　　5．

307．44L

　　　 原 　　料
一

晶　穩　便用量　澱粉僵

切干甘藷　　24kg 　　　　68．83

　　時　　間

501bに 上 興 直後

　　 　　 30分

　 　 　 　 ．60 ”

　 　 　 　
−
90 ”

　　　 冷却後

●

ほ　　時

2．24後 6

2．25前！O
〃

〃

〃

〃

〃

〃

678123222λ

Z2

翫

＆

3。

酸度

8．78

．78

．88

．785

酸度

3．5

3．54

．24

，
04

．05

．05

．0

醗 　 酵 　 經

糟度 　　
』
糖量

　 9．18　　　　　4．151

　 8β5　　　 3．677

　 526　　　　　1、且06

　 4．38　　　　　0．763
齟

　 4，42　　　　　．O響722

成

酒 精 分

2．437

績

過

酒 精 il

　 1．8182

」223』

2．437

　 備　　　　考

ノ
後4．00 ．

HefeD 種 植

醗酵日歙 3r創 8時伺

嬲
｛

上論理

創49雛
O

第 32 表
『

原 料 及 び 分 解 方 法

　　　　　 酵　　　　　　　中 和 劑
　 　 　 　 　　　　　 　

　　 種 類 　使用量 　種 類 　使用量

　 局法H2SO4 　　1　IOOg　局法NaOH 　　375g

pH 、

IL962

．OO2

．122

．142

．24

PH3

．74

3．593

．773

．543

，563

．733

・77

磁酵液容 量

246S8L

分

Bllg9

．799

・699

．699

．298

．41

解　　經　　過

糖量　轉化後糖量

6．222　　　7、88　？．

6868 　　　 7．919　
−

7．oas　　　7822

7263 　　　　7．661

6．472　　　6．94T

醗　　酵

Bllg9

．σ4

7．375

，692

，762

．5ア

2．39

成
．

酒 ．精 分

　 3．3ve

　 經

糖量

6．691

6．　Z375

．2434

，
4i21

．6150

．6430546

績

501

液゚

量

肌」

蠏

容

狸

分

解

霧

汲

蟲

分析 上糖 化攀

　 7893 ＼

　 86．72

　 89．42

　 94．80

　 93、24

凾
−、
ノ

丶
」

ノ
ノ

玉

円辛酉
−
亨

1．OO5

、t．s512

．9083

．3983

，353
’

備　　考
丶

Jod 反 應微紫色

Jo4 反應な し

理 言侖．上二糖化彗戛89S7f ・i

備 考
國

醸酵 日数 4 日
，

1鱒 間

． 醸 酵 歩 合

贏
’
78s3 　　　　 70β4
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　 實　 驗
ご 6．

（木 幡 、室 田）　ア ミ ロ 法 の 研 究補遘 （第 2 報）

　　　　　　　　　　　　　第 33 表 　原 料 及 び 分 解

　　　 原　　料 　　　　　　　　酸　　　　　　　中 和 劑　　　　汲
馳
　 分　　　分解液

一 一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
尸冖一’“−H ’一

品　掻　使用量　澱 粉債　　種 　類　　使用量　　品　種 　　使用量　　ホ　、　 解　　　　容 tt量 ・

切 干甘藷　24kg　　67．20　工 彙用HC1 　1600cc ．・局 法 NaOH 　　485g 　 I80L　401b30分　　207 ：
72L

　　時　　憫

・’
　40b上昇ぜ ろ日寺

　 　 　 　 　 30

　 冷　却　後

　 　 日

3．13 後

時

　 　 　 5．00

14前 1αoo

15　　　　
−

1617

酸度　　pH

10．O　　　
−−

9・o
　　r− ．

8．5　　　−＿　
’」

．　 酸度

　 　 3．2　
層

　 　 4．0

　 　 4．7

　 　 4．6

B 且監9i
｝Ll

（L36
’

9，71
「

醸酵液容量

22122L

　 分　　解　　經　　過

　　 糟量　　樽化 後縄糖量

　 　 5．381　　　　　　　9．455

　　 8・919 　　　　　．9・266 ．

　 　 8；102　　　　　　　8，507

　 醗　　酵　　經

pH 　　　 糖量

4．08　　　　　　 7．845

3，90　　　　　　　1．525

3．87L’　　　　　OSI1

3，89　　　　　　　0．601

　　 、成　　　　　績

酒 精 ．分

4．2952

以 上の 6 實驗の 結果を總括すれ ば第34表の 如 し。 ．

　　．

』 幽
　　　　　 ．　 第

’

　　 34

賞
一　　 原 料　　　　　酸 　　　　 中和劑

馨 証傭　証瀦　蚕藷　・

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　量　　　力號　　 種　　量　　　種 　　最　　　類

　 切干甘藷　Z4kg　HC 艮　 1900cc　CaCOa 　4．5kg　401b
・ ｛玉 蜀 黍 、k9− ．・　 　 ． 、

　 切干甘藷　30kg　H α　2100cc　NaOH 　6179 　 401b
・ ｛　 外國碎米　 6k轄

3、切干骨藷 24kg 　H2SO412 σOg　
・NaOH

　 切干甘藷　24kg 　H2SO41200g 　 NaOH 　4509　 50且b
4 ｛　 外國碎米 　 6kg ．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5 切干甘藷　24kg 　H ！SO41100g 　 NaQH ： 375嚢　 501b
N 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
6 切干甘藷 24kg　 HCU60 °・c　 N ・OH 岬59401b

　 　 　 　 ●

過

酒精分

3225

・4．23Q4

，295

分析上糖化攀

　 5691

　 ％．69

　 95，23

輸
｛

上論理

3582鷺

　

　

　

　

　

瞳
。

。

上

雅

　

糖
〆

分
析
上

漁

　

　

　

　

84

表
・

解

畴

霧

　

ノ

カ

備

　

し

考

な

　

慮

備

反

　

諷

理論 上糖 化寧93．91％

考

後 5時酵母種 植

酵母繁殖買好

醸酵 終 了 3H17 時間

殫

讎
　

　

　

　

84

醸

酵

艮

敬

　

　

　

　

　
 

醪

酒、
精

分

4

30分　83．7182 ．56　 4．938

550g　
・5Qlb　120分 　　99，14　96．9c）　鰓 …苞 す

　　　　　 90分　　56．06　55．！9　　　2．43フ 、

90分 　93．2489 ．87　 3．398

30分噛　9523 　93．91　　　4．295

85．27　 70．43

90．35　 49．87

78．83 　 70．84

＆7．68　　B2．35

　ll醐 工業試驗 6 回の 結果 よ り次 の 結論を得 。 分解 に當 り分 析上 の 糖化率よ り常に原料 よ りの 理論

．hぱ 低下す る もの で 、 之は潤慶 分解に よ、り生成 され し糖分が濃酸高壓7）た め再分鰕せ し もの な る べ

く、 礫 的 に 實施する船 療料の分鰔 績眼 良に して も95％以 上 醐 待す る事が 幽來ない の でな
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　　　　　　　　　　　　　 （氷幡 、室 ドD　ア ミ ロ 法 の 研 究補遺 （第 2報）　　　　　　 ．
「
　

鹽503

い か 志思ふ 。 叉醗酵 は分解成績の 不良な る もの 襪 し て 良好に し て 、分解良妊 な る もの は不良で あ る
・

特 に硫 酸を以 て 高壓長時間處理せ る 愚の が 殆ど醗酵 しない 事 もあ つ た 。 叉 糖化卒55％の もの が 分析、

ヒgo％の waes歩合を示 し た事 よ

’
り考ふ れば 濃 険 高壓 の 齪 に よ りuaveの 分解を完全 に 行 へ ば醐

酵 に困難を來す事を認 め得べ し 。

　鹽酸は硫酸に 比 し分解を低歴短時 間に て 腱理
．
し得る 7cめ 1：分解と醗酵 の 獪關關係隆於ズ硫酸り如

く格段 の 差 を認 めな い
。 驢酸で は 潤精分約 5％の 醪 を 3 ・v4 阿で 終 了 し て ゐ る が硫酸で は困難で な

い うせ 思はれ る。 鹽酸は 斯の 如 ぐ分解，

「
醸酵 の 點 に つ い て は硫酸に比 し優れ て ゐ るか ら 、 酸糖化法

ぽ必す しも硫酸に 限 ら

’
な い と思 オ・。

　醸酵 日數は ア ミ ロ 扶 よ σ短縮 し得。 若 し特 に培養せ る比較的多量の 酒 母を使 用すれば倫短縮する

纂 と考へ られる il　， 醪 濃度に 於 て ア E ロ 法 の酒精分 笥％近 く迄は困難 で あ ら う。 醗 酵歩合は 伺れの

もの も
・
ア　ミ ロ 法 に及ば

ド
なカ｝ つ た o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

繝 工 羈 騨 及び ア ミ ゜ 齣 際の 騨 ’k・ 即 の 繃
騨

攤 瞰 の 戯 算凹耄し 鰤 表

に示せ り。

　　　　　　　　　　　　　　　　
『
第　　　 35．　　 表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　，
　　　　　　　　　　 切 干 甘藷使 用量　　酸 種 類　　酸 嘆用，k 　．　純酸量 g　　原料 1k9嘗 純 融 量 9

　　　 賢 瞼 5　　　　　　　 24kg 、　　　 局法 H2SO4 、　1100g　　．　 10789　　　　　 43．8

　　　 」曽　驗　6　　　　　　．　　　　　　24Icg　　　　　　　：匚業用 HCI 　　　　16DOcc 　　　　　585 ．6　　　　　　　　　24．40

　　 　 ア ミ ロ 法 　 　 ，．、　 60kg 　 　 　 　 ” 　 　 　 　 560cc 　 204 ・96 　 　 　 　 3，42

　中闇工業試驗 に 於 ける純酸使用塰は フ ラ ス コ 試驗で 切
一F甘藷 1kg に 對 し鹽 酸2Z9，．硫 酸3759 と

　 ぺ
比 較 穿れば ・ 鹽 酸は減少し硫酸は増加 を示 ぜ り。 尚酸糖化法に於 て は ア ミ ロ 法の 約 7倍の鹽 酸をメ必

要 とする
’
。

　　　　　　　第 4 量　 營饗物添加醗酵試驗

．中闇 1業 試驗實驗 5 に 於ける糖化液に 硫酸 ア ン モ ： 1 酸性燐酸加 里等 を添加 し フ ラ ス コ 試驗を行

へ り。 試料は分解中和e る もの をと り之を常法に よ 畷 菌 ア ル ゥ ッ 嬾 酵管を附 し 32℃ lcて 培養

瞳酵せ しめた り。

　　　　　　．　 　 　 　 第 36 表
’

梗 用 糖 液 分 析
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　　　　　　　　　　 隈　度　　　　pH 　　　　．糖　量 ．　　 ，理 論上 酒締餅

　　　　　　　　　　　 3．0　　　　　　　3．92　　　　　　　6．565　・　　
”

　　　4．227
’

　　　 第　37　表　　（NH4 ”

s　SO4 及び KH2Pba 添捌量

No ．1　　　　　　　　　　　　　
「
Nb2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No ．3

Q 　 　 α3％ （NH ・）・ SO ・ 　 e・3％ （NEI ・）・ SO・・ O・1％ KH ・Pq

N 工工
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試縛

No ．1　 tNo

．2No

．3

（米幡 ・室 田）、ア ミ n 法の 研究補遺 （t；　2 報）

第
「
38

酸 度

　 4．3

　 5，5

　 生8

表　　　　西發酉皴 分析表　（靖養96時聞）

　，。 　 糖量 　 扁 分

　 3．37　　　　　　057 　　　　　　　3．110

　 3．1工　　　　　　 O．57　　　　　　　 3．3821

　 2．85　　　　　　0．53　　　　　　　3．4二3−‘　．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

燬酵 歩 命

783279

，8881

，23

以 LO 結果 よ 嫌 酸ア ソ モ 扱 ぴ酸麟 酸力哩 等の 添加 せ る もの ば醗酵歩合良好 なる事瑠 めた

り。
∫　

1
　　　　　　　　　　 ・

綜 括

　切于甘藷の 酸糖化法 を研 究 し次 の事費を認めた り。

d ） 切 干営藷 209酸液 1506c を使刷せ る場合 ・ 鹽酸は 1／10N に て 401b30分 ・ 硫酸 は 玉！10N

に て 501b　90分 に て 完全 に分解され る 。 鹽酸に よれ ば硫酸に出し分解は迅速な り・

　（2 ）
．
高 濃度 の 糖化液を得る に は 鹽酸の方が 硫酸 よ り適 しズ殉る Ω

』
（3） 外國碎米 、 玉 蜀黍は切干甘藷に比 し分解容易で 、伺一量の 酸を使 用し て も前者は 高濃慶の

糖化液 を得 、 之 は深分 の 含有量 の 差に よるため ならん 。

　（4）　糖化液は 中和 じて 醗酵せ し め る事 を要 し 、 中和劑 と して は CaCO 　
，・．　 N尋OH よ

『
く（NH4 ）a

co ， は不 良で あ る。 中和後の 濾過 は 不必嬰 な り。

　（5） ．中闇工 素試驗 の 結果
一
般に分解成績良好 なるとき ば 醗酵悪 く、 硫酸は高魘 で長時間を要ナ

た め特 に そ の 影響が大で あ る 。 最良 の 醗酵歩合ゆ 82155％ で 、

・3rllを要 し酒精分 齠 ％の 醪 を得たが

フ
’
E ロ 法に は 及ば なか つ た 。

　C6 ） 硫酸 ア シ モ ン
、 酸性燐酸加里 を添加 すれば醗酵 は よ くな つ た が コ1業試驗は 行 ぼ なか つ た。

　　　　　　　 本 報丈9 發表駈 御承 認 被下 し森 就 長 、 挙 山 、 森雨常務 に 深謁鉾 。　　　　　　　　　　
−
．

女 献

　1）　爿障幡 、　室
』
田　：　本 誌 、　15，　1055　（昭 ｝2）

　2） 中村 t 本誌 、 14， 397 （昭 11）

　3）　中澤 、 中野 、 ノ亅↓林 ：　日本 農藝化學曾誌 ・ 13， 805 （昭12）

　の　中野 、 小林 、 竹下 ： 同　　上 　　　t4， 532 （昭13）

　5）　窩 田、佐 々 木、鈴木 ： 本 誌、 14，817 （昭 1D

　6う　寺 本 、 市野 ，北村 ； 本 誌、 15，、597 （昭12）

　7）　黒野 ， 田迯 ：　酒精及無フ蠣 精　137．（昭 12）

　8）　前 田 ： 本 誌 ， 15， 676 （昭12）

　9）’
巾村 　本多　：　本誌 、　15，　708　（昭 12）

！O）　中村 ．中 島 ： 本誌」 7，
155（昭 14）

】D 　中村 、 中島 豊 本誌 、 17， 879 （昭 14）
’

獄 纛
：

秋禦鬻干鷲
（
黯｝

62

。7 （昭 16、

14） G ・F ・T・ゴ ・ Handb ・・h　d・ r　Spi ・itusfab・ik・t｛。・
　 369頁 （1？29）

15） 木幡 、 室 田 ： 本誌 、 15，580 （昭12）
16）　吉野 、 岡林 ：　 B本農藝化學曾誌、 14，

93 （昭 12）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


